























































昭和期の社会運動家、早大教授）は、前年（一九二六） 「労働農民党」の中央執行委員長となるが、この年大学教授たると政党の党首たることは両立しない、といった理由で、早大当局より退職勧告（教授をしりぞき講師となる）をうけ、これに抗議する全学的ストライキがおこった。大山いわく。 「私が早稲田に容られなくなったのは、私の日頃の理論のためであり、その理論に基礎づけられた私の主張のためであり。更らにま 、その主張の具現として 私の実践のためであるといふより外に途 ないものであって… と語っている（大山郁夫「早稲田の学徒に與ふ」 『改造』所収、昭和２・３）
五月、蔣介石のひきいる中国国民政府軍の北上を阻止するため、居留民保護を口実に、田中首相は山東出兵（第一次） 命じた。また田中内閣








































































































































































































































した山川均、荒畑寒村、加藤勘十、向坂逸郎、猪俣津南雄ほか四○○余名が、検挙された（人民 線事件［第一次］ ） 。














































































































































































に襲われ戦死した。日本軍の暗号は、アメリカ側 解読 ていた。五月 木炭や
薪まき
が配給制となる。アッツ島の日本守備隊が全滅。六月、学生














































































































































































































































































































































昭和二年（一九二七）予備役となり 右翼団体 関係をもった。昭和六年（一九三一）貴族院議員となり、滝川事件、天皇機関説事件で 、その攻撃の先鋒となった。
宮沢裕は、明治十七年一月広島県沼隈郡金江村（現・福山市金江）の貧しい農家にうまれ、六高をへて東京帝国大学政治学科 卒業 内務省に

























従来、女子は経済的、従って法律的に男子に隷属して居た。この関係は婚姻 も反映して居 。即ち婚姻は形式的には男女の和合であ が、実際 に
は男女の闘争である。支配階級的な夫と被抑圧階級的 妻の、家庭内における階級闘争の縮図が婚姻である。 （同上、二六三頁）
















































































































































































































































































































































































































































































































































































法政大学……小山松吉総 （一八六九～ 九四八）は、明治 昭和期にかけての司法官僚。斎藤内閣の司法大臣をつとめた。その後任として、
昭和十七年（一九四二）六月、同大学の総長に就任した竹内賀久治（一八七五～一九四六、弁護士）は、国本社の理事であった。太平洋戦争が漸次はげしくなり、戦時体制が強化されるにつれて、法文科系統の法政・中央・明治などは、ますます経営難に陥った。竹内が総長になるや、大川周明（一八八六～一九五七、昭和期の国家主義者）や荒木貞夫 八七七～一九六六、大正・昭和期の陸軍軍人）らが、法政と関わりをもつようになった。
（40）1

































































　　　大政翼賛会総裁…………陸軍大将 　　東条英機閣下　　情報局総裁………… …………谷正之閣下　　文部大臣……… 橋田邦彦閣下　　大本営陸軍 道部長 陸軍大佐 　　谷萩那華雄殿　　大本営海軍報道部課長 海軍大佐 　　平出英夫殿


































































































































していた空母四隻（赤城、加賀、飛竜、蒼竜）や巡洋艦「三隈」 （一二○○○トン）をうしなったが、これはけちのつ はじめで り、同時に日本の運命の分岐点となった。この惨敗は国民には知らされず、日本国民は戦中ずっとでたらめな戦況報告にだまされつづけ、敗戦をむかえた。
日本がポツダム宣言を受諾し、正式に降伏文書に調印したのは 昭和二十年（一九四五）九月二日のことで、米戦艦ミズリー号上においてであ
った。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第一編 　第一章 　平等思想の定義 　第二章 　平等思想の事実 　第三章 　人類学的、観念学的、社会学的説明 　第二編 　第一章

























第一章 　都市労働者の闘争 　第二章 　社会民主主義者は何を欲するか 　第三章 　富と貧困、農村に於ける財産の私有者と労働
者 　第四章 　中農は何処へ行く？































































序論 　第一章 　社会意識学の定義 　第二章 　社会意識学の方法 　第三章
　社会意識学の限界並びに説明計画 　原始イデオロギーの時代 　権威的イデオロギ






























予備門 　一 　カントを出発して、カントを通じて、カントを越えて 　二 　世界観の学としての哲学 　三 　生命価値と文化価値













たものである。本書に収めた論文は、 『中央公論』 『社会政策時報』 『法政大学論集』その他の諸雑誌に発表したものである。
内容の概略は
―
第一篇 　序講 　第二篇 　近世百姓一揆史論 　第三篇 　封建農民の消極的反抗 　第四篇 　近世地主の発達 　第五篇 　近世小作制
度の変遷 　第六篇 　小作
騒そう























的文献という（ 「訳者 　　序」 ） 。原著はジンメルの著述と もに難解なる点にお て定評があり、ドイツ本国には本書にたいする手引書まであるという。
注（
1） 『国語大辞典』 （小学館、昭和五十七年二月） 、一二九二頁。
（
） 「福岡連隊事件と水平社運動」 『昭和二万日の全記録 　第
1巻』所収、 （講談社、平成元年六月） 、一一七頁。
（
3）麻生久「農働農村党の解散」 （ 『改造』 月号所収、昭和三年五月）
（4）91
（








） 『昭和史 　第五巻』 （毎日新聞社、昭和五十九年一月） 、一六八頁。
（






10） 『特高警察黒書』 新日本出版社、昭和五十二年） 、一三一頁。
（
11） 『写真図説 　総合日本史 　第





13） 「暗雲が立ちこめてくる時代」 『決定版 　昭和史 　第六巻』所収、 （毎日新聞社、昭和五 九年二月） 、二二七頁。
（
14）佐々木惣一「大学教授の職責と其の地位」 （ 改造』七月号所収 八年七月）
（
1） 『原理日本』 原理日本社、昭和十八年二月 、 頁。
（
16） 「京大滝川事件」 『証言 　私 昭和史 　
2』所収、 （旺文社、昭和五十九年十一月） 、四六頁。
（



































） 『竹内賀久治伝』 （大空社、平成九年九月） 、一二三～一二四頁。
（


























34） 『日本終戦史 　上巻』 （読売新聞社、昭和三十七年八月） 、一三
（




3）徳田球一「天皇制の下に民主々義、社会主義の建設が出来るか」 （ 会評論』所収、ナウカ社 二十一年二月）
（
































4）伊豆公夫「日本社会史」 ［第三回］ （ 『社会評論』所収、昭和二十二年三月） 、六一頁。
（






1）土屋喬雄「 『国史』の科学的研究」 （ 『潮流』第 号所収、昭和二十一年二月）
